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〔
商
法
四
八
七
〕
洋
服
販
売
業
の
営
業
譲
渡
を
受
け
た
会
社
が
、
譲
渡

会
社
の
屋
号
を
商
号
と
し
て
続
用
し
た
場
合
、
商
法

二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
が
否
定
さ
れ
た
事
例

〔
判
示
事
項
〕

洋
服
販
売
業
の
営
業
譲
渡
を
受
け
た
会
社
が
、
譲
渡
会
社
の
屋
号

を
商
号
と
し
て
続
用
し
た
場
合
に
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法

（
以
下
、
「
旧
商
法
」
と
い
う
。
）
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
が
否
定

さ
れ
る
。

判例研究

〔
参
照
条
文
〕

旧
商
法
二
六
条
一
項
（
商
法
一
七
条
一
項
、
会
社
法
二
二
条
一
項
）

〔
事
実
〕

訴
外
ヌ
ギ
l

ト
レ

1

デ
イ
ン
グ
株
式
会
社
（
以
下
、
「A
社
」
と

い
う
。
）
は
、
紳
士
、
婦
人
服
及
び
洋
品
雑
貨
の
輸
出
入
販
売
を
目

＼
東
京
地
判
平
成
一
八
年
三
月
二
四
日
／

－
平
成
一
六
年
（
ワ
）
第
一
一
一
一
一
一
六
五
号
－

－
貸
金
等
請
求
事
件
－

／
判
例
時
報
一
九
四
O
号
一
五
八
頁
＼

的
と
し
て
昭
和
五
六
年
二
月
三
日
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
で
あ
り
、

田
園
調
布
、
た
ま
プ
ラ
l

ザ
、
二
子
玉
川
お
よ
び
吉
祥
寺
に
お
い
て
、

「
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
」
の
屋
号
の
店
舗
を
設
け
て
、
輸
入
し
た
紳
士

服
、
婦
人
服
お
よ
び
洋
品
雑
貨
の
小
売
販
売
を
し
て
い
た
。

被
告
有
限
会
社
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
（
以
下
、
「Y
社
」
と
い
う
。
）

は
、
衣
料
雑
貨
品
の
販
売
、
輸
出
入
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
二
年

一
O
月
一
九
日
に
設
立
さ
れ
た
。
被
告
の
本
店
は
、
代
表
取
締
役
B

の
住
所
地
と
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
店
舗
は
存
在
し
て

い
な
い
。
Y

社
の
設
立
当
時
に
は
、
A

社
の
代
表
取
締
役
C

の
妻
D

が
被
告
の
取
締
役
と
し
て
就
任
し
て
い
た
。
ま
た
、
Y
社
代
表
取
締
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役
B

の
妻
E

が
、
A
社
の
従
業
員
と
し
て
経
理
を
担
当
し
て
い
た
。

X

銀
行
は
、
平
成
一
二
年
九
月
四
日
、
A
社
と
の
間
で
銀
行
取
引

約
定
書
を
取
り
交
わ
し
、
そ
の
後
、
輸
入
ユ
ー
ザ
ン
ス
の
方
法
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
ユ
l

ロ
建
て
の
各
手
形
貸
付
を
し
た
。

①
手
形
貸
付
一

貸
付
金
額
二

O
、
七
四
一
ユ
l

ロ
九
九
セ
ン
ト

貸
付
日
平
成
一
三
年
一

O
月
一
八
日

弁
済
期
平
成
一
四
年
四
月
九
日

②
手
形
貸
付
二

貸
付
金
額
三
五
、
七
八
二
ユ
l

ロ
九
二
セ
ン
ト

貸
付
日
平
成
一
三
年
一

O
月
三
O
日

弁
済
期
平
成
一
四
年
四
月
一
六
日

③
手
形
貸
付
コ
一

貸
付
金
額
二
三
、
六
三
七
ユ

l

ロ
一
二
セ
ン
ト

貸
付
日
平
成
一
四
年
四
月
二
日

弁
済
期
平
成
一
四
年
九
月
二
四
日

④
手
形
貸
付
四

貸
付
金
額

貸
付
日

弁
済
期

二
三
、
O
八
O
ユ
l

ロ
七
二
セ
ン
ト

平
成
一
四
年
四
月
二
日

平
成
一
四
年
九
月
二
四
日

平
成
一
四
年
一
月
コ
二
日
、

A
杜
は
、
Y
社
に
対
し
、
A

社
が

「
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
」
の
屋
号
で
行
っ
て
い
た
紳
士
、
婦
人
服
お
よ

び
洋
品
雑
貨
の
販
売
の
営
業
を
譲
渡
し
、
Y

杜
は
こ
れ
を
譲
り
受
け

た
。

88 

A
社
は
、
前
記
手
形
貸
付
一
お
よ
び
二
の
手
形
に
つ
き
決
済
を
し

な
か
っ
た
の
で
、
同
社
は
本
件
手
形
貸
付
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
平

成
一
四
年
六
月
一
一
日
の
経
過
を
も
っ
て
期
限
の
利
益
を
失
っ
た
。

X

銀
行
は
、
商
慣
習
に
従
い
、
上
記
①
な
い
し
④
の
各
手
形
に
つ
き
、

期
限
の
利
益
の
喪
失
日
で
あ
り
、
催
告
に
よ
る
支
払
期
限
で
あ
る
平

成
一
四
年
六
月
一
一
日
に
お
け
る
ユ

l

ロ
公
示
レ
l

ト
の
中
値
で
あ

る
一
ユ
l

口
当
た
り
一
一
七
円
八
一
銭
で
円
に
転
換
し
、
円
転
後
の

貸
付
金
額
を
確
定
し
た
。
よ
っ
て
、
本
件
手
形
貸
付
に
よ
る
貸
金
の

合
計
額
は
、
一
、
一
二
六
万
三
、
O
二
六
円
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

X

銀
行
は
、
こ
の
債
権
額
と
A
社
の
預
金
七
万
四
、
七
三
九
円
と
を

相
殺
し
た
た
め
、
残
債
権
は
一
、
二
O
八
万
八
、
二
八
七
円
と
な
っ

て
い
る
。

X

銀
行
は
、
A
杜
の
連
帯
保
証
人
で
あ
っ
た
代
表
取
締
役
C

に
対

し
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
貸
金
請
求
事
件
訴
訟
を
提
起
し
、
平
成
一

五
年
六
月
一
九
日
、
勝
訴
判
決
を
得
た
が
、
こ
の
判
決
に
は
控
訴
が

な
く
確
定
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、

X

銀
行
は
、
Y

社
に
対
し
、
①
主
位
的
に
は
、
Y
社
は

A
杜
の
屋
号
で
あ
る
「
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
」
を
商
号
と
し
て
、
ま
た
、



A
社
の
屋
号
を
続
用
し
て
い
る
と
し
て
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
類

推
適
用
に
基
づ
き
手
形
貸
付
債
権
四
口
の
支
払
い
を
請
求
し
、
②
予

備
的
に
は
、
Y
社
が
本
件
営
業
譲
渡
に
よ
り
A
社
か
ら
廉
価
に
商
品

を
譲
り
受
け
た
と
し
て
、
詐
害
行
為
取
消
権
に
基
づ
き
営
業
譲
渡
契

約
の
取
消
し
と
、
こ
れ
ら
商
品
の
返
還
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
手
形
貸
付
債
権
四
口
に
相
当
す
る
金
額
に
つ
い
て
損
害
の
賠
償

を
請
求
し
た
。

判例研究

〔
判一

部
認
容
、
一
部
棄
却
、
確
定
。

付
主
位
的
請
求
に
つ
い
て
（
棄
却
）

Y
社
は
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
A
社
が
X

銀
行
に
対
し
負
担
す
る
本
件
確
定
債
権
に
つ
い
て
、
弁
済
の
責
を
負

う
か
否
か
。

X
銀
行
は
、
本
件
営
業
譲
渡
に
つ
い
て
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の

類
推
適
用
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
東
京
地
判
昭
和
五
四

年
七
月
一
九
日
判
時
九
四
六
号
一
一

O
頁
、
東
京
高
判
昭
和
六
O
年

五
月
三
O
日
判
時
一
一
五
六
号
一
四
六
頁
、
東
京
高
判
平
成
元
年
一

一
月
二
九
日
東
高
民
時
報
四
O
巻
九
1

一
二
合
併
号
一
二
四
頁
を
引

用
す
る
。 回

目
〕

そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
判
決
例
は
、
営
業
譲
渡
に
伴
い

続
用
さ
れ
る
も
の
が
、
商
号
そ
の
も
の
で
は
な
く
屋
号
で
あ
る
場
合

で
も
、
そ
の
屋
号
が
商
号
の
重
要
な
構
成
部
分
を
内
容
と
し
て
い
る

と
き
に
は
、
営
業
譲
渡
人
の
債
権
者
に
と
っ
て
は
、
商
号
の
続
用
の

場
合
と
同
様
、
営
業
主
体
の
交
代
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

ま
た
は
、
そ
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
譲
受
人
が
当
然
に

債
務
も
引
き
受
け
た
と
考
え
が
ち
な
た
め
に
、
旧
商
法
二
六
条
一
項

を
類
推
適
用
し
て
、
譲
渡
人
の
債
権
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
相
当
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
は
、
こ
れ
ら
の
判
決
例
と
は
異
な
り
、
譲

渡
人
で
あ
る
A
社
の
商
号
は
「
ヌ
ギ
l

ト
レ
l

デ
イ
ン
グ
株
式
会
社
」

で
あ
り
、
屋
号
は
「
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
」
で
あ
る
か
ら
、
屋
号
が
商

号
の
重
要
な
構
成
部
分
を
内
容
と
し
て
い
る
と
の
要
件
を
充
足
し
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

X
銀
行
が
引
用
す
る
判
決
例

の
よ
う
に
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
を
類
推
適
用
し
て
、
Y

社
の
弁
済

責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
屋
号
が
譲
渡
会
社
の

商
号
と
は
全
く
別
個
に
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
、
屋
号
の
続
用
だ

け
を
も
っ
て
旧
商
法
二
六
条
一
項
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
、
文
理

解
釈
上
、
懸
隔
が
あ
り
過
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
、

X

銀
行
の
主
張
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
X

銀
行
は
、
屋
号
の
続
用
に
つ
い
て
、
最
判
平
成
一
六
年

一
一
月
二O
日
判
時
一
八
五
五
号
一
四
一
頁
を
引
用
す
る
が
、
当
該
判

例
は
ゴ
ル
フ
場
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
権
取
引

89 
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一
般
的
に
運
営
会
社
の
商
号
よ
り
も
屋
号
に
相
当
す

る
ゴ
ル
フ
場
の
名
称
が
流
布
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
事
情
が
存
在
し
、

続
用
さ
れ
る
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
が
逆
に
営
業
主
体
を
表
示
す
る

機
能
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
と
は
事
案
を
異
に
す
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

ω

予
備
的
請
求
に
つ
い
て
（
一
部
認
容
）

本
件
営
業
譲
渡
は
詐
害
行
為
に
該
当
す
る
か
。

X

銀
行
は
、
本
件
手
形
貸
付
に
よ
る
債
権
を
被
保
全
債
権
と
す
る

が
、
手
形
貸
付
三
と
四
は
、
本
件
詐
害
行
為
で
あ
る
営
業
譲
渡
が
行

わ
れ
た
平
成
一
四
年
一
月
コ
二
日
よ
り
も
後
に
発
生
し
た
債
権
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
詐
害
行
為
取
消
権
の
行
使
に
よ

り
保
全
さ
れ
る
べ
き
債
権
は
、
詐
害
行
為
よ
り
も
前
に
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
（
最
判
昭
和
五
五
年
一
月
二
四
日
民
集
三
四

巻
一
号
一
一
O
頁
）
、
手
形
貸
付
三
と
四
に
基
づ
く
債
権
は
、
詐
害

行
為
取
消
権
の
行
使
に
よ
っ
て
保
全
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
手
形
貸
付
一
に
基
づ
く
貸
付
金
債
権
は
、
預
金
債
権
七
万

四
、
七
三
九
円
と
相
殺
さ
れ
、
そ
の
残
額
は
二
三
六
万
八
、
八
七
四

円
で
あ
る
。

に
お
い
て
は
、

し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
詐
害
行
為
取
消
権
に
よ
っ
て
保
全

さ
れ
る
被
保
全
債
権
は
、
手
形
貸
付
一
に
基
づ
く
二
三
六
万
八
、
八

七
四
円
及
び
同
二
に
基
づ
く
四
一
二
万
五
、
五
八
五
円
の
合
計
六
五

八
万
四
、
四
五
九
円
と
こ
れ
ら
の
附
帯
金
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
る
。

90 

研

究

判
旨
に
賛
成
。

一
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
趣
旨

営
業
譲
渡
（
会
社
法
で
は
事
業
譲
渡
）
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、

営
業
の
譲
受
人
は
、
債
権
者
に
対
し
て
当
然
に
義
務
者
と
な
る
も
の

で
は
な
い
。
営
業
上
の
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
譲
渡
人
が
依

然
と
し
て
債
務
者
で
あ
り
、
譲
受
人
は
、
債
務
引
受
け
な
ど
の
債
権

移
転
手
続
を
行
わ
な
い
限
り
、
営
業
上
の
債
務
に
つ
い
て
そ
の
債
務

者
と
は
な
ら
な
い
の
が
原
別
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
営
業
の
譲
受
人
の
債
権
者
に
対
す
る
責
任
を
定

め
た
の
が
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
（
商
一
七
条
一
項
、
会
社
二
二
条

一
項
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
項
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
商
号

を
引
き
続
き
使
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
譲
受
人
も
、
譲
渡
人
の
営

業
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
を
弁
済
す
る
責
任
を
負
う
旨
を
規
定
し
て

い
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
債
務
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
不
真
正
連

帯
債
務
に
な
る
。

こ
の
規
定
の
趣
旨
に
関
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
、
外
観
法
理
・

禁
反
言
法
理
説
、
企
業
財
産
担
保
説
、
譲
受
人
意
思
説
、
営
業
参
加

説
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
上
柳
克
郎
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「
営
業
の
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
営
業
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
を
弁
済

す
る
責
任
を
負
わ
せ
た
規
定
（
商
法
二
六
条
一
項
・
二
八
条
）
の
立

法
理
由
は
何
か
」
法
教
五
二
号
八
九
頁
、
近
藤
光
男
「
営
業
譲
渡
に

関
す
る
一
考
察
｜
債
権
者
保
護
を
中
心
と
し
て
」
神
戸
法
学
年
報
一
一
一

号
六
五
頁
、
山
下
虞
弘
「
商
号
続
用
の
あ
る
営
業
譲
渡
人
の
責
任
｜

債
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
」
立
命
二
五
六
号
一
四
四
四
頁
、
池
野
千

白
「
企
業
外
観
法
理
と
商
法
二
六
条
」
中
京
三
七
巻
三
・
四
号
三
一

三
頁
、
落
合
誠
一
「
商
号
続
用
営
業
譲
渡
人
の
責
任
」
法
教
二
八
五

号
二
五
頁
参
照
）
。

ハ
門
外
観
法
理
・
禁
反
言
法
理
説

こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
商
号
を
続
用
す
る
場

合
に
は
、
営
業
上
の
債
権
者
は
営
業
主
体
の
交
替
を
知
り
え
ず
、
議

受
人
た
る
現
営
業
主
を
自
己
の
債
務
者
と
考
え
る
か
、
ま
た
は
、
営

業
譲
渡
の
事
実
を
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
譲
受
人

に
お
い
て
債
務
の
引
受
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
常
態
で
あ

る
と
し
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
に
つ
い
て
債
権
者
の
信
頼
を
保
護
す

る
規
定
と
解
し
て
い
る
（
鴻
常
夫
「
商
法
総
則
〔
新
訂
第
五
版
〕
』

（
一
九
九
九
）
一
四
九
頁
、
大
隅
健
一
郎
「
商
法
総
則
〔
初
版
〕
」

（
一
九
五
七
）
三
二
八
頁
、
神
崎
克
郎
『
商
法
総
則
・
商
行
為
法
通

論
』
（
一
九
八
二
）
一
四
四
頁
、
田
中
誠
二
日
喜
多
了
祐
『
コ
ン
メ

ン
タ

l

ル
商
法
総
則
〔
全
訂
版
〕
』
（
一
九
七
五
）
三O
一
頁
等
）
。

判
例
も
こ
の
考
え
方
に
立
脚
す
る
こ
と
を
明
言
す
る
（
最
判
昭
和
四

七
年
三
月
二
日
民
集
二
六
巻
二
号
一
八
三
頁
）
。

外
観
法
理
・
禁
反
言
法
理
説
は
、
従
来
の
通
説
と
さ
れ
て
い
る
が
、

学
説
上
は
批
判
も
多
い
。
仮
に
外
観
法
理
を
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
債
権
者
が
悪
意
の
場
合
に
そ
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
が
、
文
言
上
は
債
権
者
の
主
観
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

商
号
が
続
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
債
権
者
は
、
営
業
主
体
の
交
替
を

知
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
ま
た
、
譲
受
人
に
債
務
引
受
け
の
意
思
が

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
が
常
態
だ
か
ら
で
あ
る
。

∞
企
業
財
産
担
保
説

こ
の
見
解
は
、
企
業
財
産
の
担
保
力
を
根
拠
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

営
業
上
の
債
務
は
、
企
業
財
産
が
担
保
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
担
保

物
と
い
え
る
企
業
財
産
が
移
転
す
れ
ば
、
こ
れ
に
伴
い
特
に
債
務
を

引
き
受
け
な
い
旨
を
積
極
的
に
宣
言
し
な
い
限
り
、
原
則
的
に
譲
受

人
が
併
存
的
債
務
引
受
け
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
（
前
掲
・

近
藤
八
二
頁
、
服
部
栄
三
『
商
法
総
則
〔
第
三
版
〕
」
（
一
九
八
三
）

四
一
八
頁
）
。
し
か
し
、
企
業
財
産
の
移
転
後
も
譲
渡
人
自
身
が
責

任
を
負
う
と
の
法
的
根
拠
が
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
理
由
の
説
明
が

困
難
で
あ
る
。

回
譲
受
人
意
思
説

こ
の
見
解
は
、
債
権
者
側
か
ら
で
は
な
く
て
、
営
業
譲
受
人
側
の
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事
情
か
ら
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
商
号
を
続
用
し
た
譲
受
人
は
、

営
業
上
の
債
務
も
承
継
す
る
意
思
を
有
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
責
任
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
（
田
遺
光
政
「
商
法
総
則
商
行

為
法
〔
第
二
版
〕
」
（
一
九
九
九
）
一
五
四
頁
、
山
下
虞
弘
「
会
社
営

業
譲
渡
の
法
理
』
（
一
九
九
七
）
二
三
三
頁
）
。
し
か
し
、
外
観
法

理
・
禁
反
言
法
理
説
に
対
す
る
批
判
と
同
様
に
、
譲
受
人
の
通
常
の

意
思
が
現
実
に
そ
う
で
あ
る
か
が
相
当
に
疑
問
で
あ
る
し
、
仮
に
そ

う
な
の
で
あ
れ
ば
譲
受
人
に
反
証
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

側
営
業
参
加
説

こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
営
業
譲
受
人
が
商
号
を
続
用
す
る
と
い
う

の
は
、
譲
受
人
が
対
外
的
に
譲
渡
人
の
営
業
活
動
に
参
加
す
る
も
の

と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
、
合
名
会
社
の
社
員
の
責

任
を
定
め
た
旧
商
法
八
二
条
（
会
社
六
O
五
条
）
の
趣
旨
と
同
様
に

考
え
る
（
小
橋
一
郎
「
商
号
を
続
用
す
る
営
業
譲
受
人
の
責
任
商

法
二
六
条
の
法
理
」
上
柳
克
郎
先
生
還
暦
記
念
「
商
事
法
の
解
釈
と

展
望
』
（
一
九
八
四
）
一
七
頁
）
。
し
か
し
、
営
業
の
「
譲
渡
」
と

「
参
加
」
と
で
は
、
営
業
主
体
の
新
旧
交
替
の
有
無
と
い
う
点
に
お

い
て
決
定
的
に
異
な
っ
て
お
り
、
説
得
力
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

商
号
続
用
に
関
す
る
裁
判
例

営
業
譲
渡
に
伴
い
譲
受
人
の
責
任
が
問
わ
れ
る
の
は
、
商
号
の
続

用
を
伴
う
営
業
譲
渡
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、
旧
商
法
二
六

条
一
項
は
、
単
に
「
商
号
ヲ
続
用
ス
ル
場
合
」
（
商
一
七
条
一
項
お

よ
び
会
社
二
二
条
一
項
で
は
、
「
商
号
を
引
き
続
き
使
用
す
る
場
合
」
）

と
し
か
規
定
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
商
号
の
続
用
が
あ
る
と
い
い

得
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の

点
に
関
し
、
従
来
の
裁
判
例
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
商
号
と
ま
っ

た
く
同
一
の
商
号
を
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
に
限
る
と
い
う
よ
う

な
厳
格
な
解
釈
を
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
主
要
部
分
に
共
通
点
が
あ
れ

ば
、
商
号
の
続
用
を
認
定
す
る
傾
向
に
あ
る
。

た
と
え
ば
、
営
業
の
譲
受
会
社
が
譲
渡
人
で
あ
る
個
人
の
商
号
に

会
社
の
種
類
を
示
す
文
字
を
付
加
し
て
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
、

旧
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
個
人
営
業

の
「
名
和
洋
品
店
」
と
「
株
式
会
社
名
和
洋
品
店
」
と
の
聞
に
商
号

続
用
を
肯
定
し
た
東
京
地
判
昭
和
三
四
年
八
月
五
日
下
民
集
一
O
巻

八
号
一
六
三
四
頁
、
「
大
阪
屋
」
と
「
株
式
会
社
大
阪
屋
」
と
の
間

に
商
号
続
用
を
肯
定
し
た
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
六
月
三
O
日
判
時

六
一
O
号
八
三
頁
、
現
物
出
資
に
関
す
る
類
推
適
用
の
事
例
と
し
て

「
鉄
玉
組
」
と
「
株
式
会
社
鉄
玉
組
」
と
の
間
に
商
号
の
同
一
性
を

認
め
た
前
掲
・
最
判
昭
和
四
七
年
三
月
二
日
）
。
ま
た
、
会
社
の
表

示
が
前
後
逆
に
な
っ
た
場
合
（
「
株
式
会
社
内
外
タ
イ
ム
ス
」
と

「
内
外
タ
イ
ム
ズ
株
式
会
社
」
と
の
聞
に
商
号
続
用
を
肯
定
し
た
東
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京
地
判
昭
和
五
五
年
四
月
一
四
日
判
時
九
七
七
号
一

O
七
頁
、
「
万

善
株
式
会
社
」
と
「
マ
ン
ゼ
ン
株
式
会
社
」
と
の
間
に
商
号
続
用
を

肯
定
し
た
大
阪
地
判
昭
和
五
七
年
九
月
二
四
日
金
判
六
六
五
号
四
九

頁
）
や
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
商
号
使
用
に
お
い
て
会
社
の
種
類
を

示
す
文
字
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の

類
推
適
用
を
認
め
て
い
る
（
「
三
洋
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社
」
と
「
三

洋
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
」
と
の
間
の
商
号
続
用
を
肯
定
し
た
大
阪
地

判
昭
和
四
六
年
三
月
五
日
判
タ
二
六
五
号
二
五
六
頁
、
「
有
限
会
社

笠
間
電
化
セ
ン
タ
ー
」
と
「
株
式
会
社
笠
間
電
化
セ
ン
タ
ー
」
と
の

間
の
商
号
続
用
を
肯
定
し
た
水
戸
地
判
昭
和
五
四
年
一
月
一
六
日
判

時
九
三
O
号
九
六
頁
）
。

さ
ら
に
は
、
「
第
一
化
成
株
式
会
社
」
が
「
イ
ン
サ
ー
ト
工
業
株

式
会
社
」
に
営
業
を
譲
渡
し
て
、
こ
の
譲
受
会
社
が
約
二

O
日
後
に

「
第
一
化
成
工
業
株
式
会
社
」
と
い
う
商
号
に
変
更
し
た
事
案
に
お

い
て
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
経
営
主
体
お
よ
び
営
業
目
的
が
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
り
、
本
店
所
在
地
も
同
一
で
あ
る
な
ど
の
諸
般
の
事
情
を

掛
酌
し
、
商
号
の
続
用
に
当
た
る
と
し
た
裁
判
例
が
あ
る
（
東
京
地

判
昭
和
四
二
年
七
月
一
二
日
下
民
集
一
八
巻
七

1

八
号
八
一
四
頁
）
。

こ
の
よ
う
に
、
商
号
の
基
本
的
部
分
を
共
通
に
し
て
い
る
場
合
に
も
、

商
号
の
続
用
が
認
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
（
「
株
式
会
社
日
本
電
気

産
業
社
」
と
「
株
式
会
社
日
本
電
気
産
業
」
と
の
聞
に
商
号
続
用
を

肯
定
し
た
大
阪
地
判
昭
和
四
O
年
一
月
二
五
日
下
民
集
一
六
巻
一
号

八
四
頁
、
「
マ
ル
ト
食
品
興
業
株
式
会
社
」
と
「
マ
ル
シ
ョ
ウ
食
品

興
業
株
式
会
社
」
と
の
聞
に
商
号
続
用
を
肯
定
し
た
札
幌
地
判
昭
和

四
五
年
二
一
月
二
五
日
判
時
六
三
一
号
九
二
頁
。
た
だ
し
、
「
有
限

会
社
米
安
商
店
」
と
「
合
資
会
社
新
米
安
商
店
」
の
聞
の
続
用
を
否

定
し
た
判
例
と
し
て
、
最
判
昭
和
三
八
年
三
月
一
日
民
集
一
七
巻
二

号
二
八
O
頁
。
鈴
木
千
佳
子
「
営
業
譲
渡
と
商
号
の
続
用
」
別
冊
ジ

ュ
リ
一
六
四
号
『
商
法
〔
総
則
商
行
為
〕
判
例
百
選
〔
第
四
版
〕
』

五
O
頁
参
照
）
。

屋
号
の
続
用

商
号
の
主
要
部
分
に
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、

本
件
の
よ
う
な
屋
号
が
続
用
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

の
名
称
が
続
用
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
も
、
旧
商
法
二
六

条
一
項
の
類
推
適
用
を
認
め
る
裁
判
例
が
あ
る
た
め
、
以
下
に
検
討

す
る
o

H
従
来
の
裁
判
例

屋
号
が
続
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
商
号
続
用
と
同
様
に
考
え
て
、

旧
商
法
二
六
条
一
項
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
を
肯
定
し
た
裁
判
例

と
し
て
は
、
本
件
原
告
も
引
用
す
る
①
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
七
月

一
九
日
下
民
集
三
O
巻
五
1

八
号
三
五
三
頁
、
②
東
京
高
判
昭
和
六
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O
年
五
月
三
O
日
判
時
一
一
五
六
号
一
四
六
頁
、
③
東
京
高
判
平
成

元
年
一
一
月
二
九
日
東
高
民
時
報
四

O
巻
九
1

一
二
合
併
号
二
一
四

頁
等
が
あ
る
。

東
京
地
判
昭
和
五
四
年
七
月
一
九
日
（
裁
判
例
①
）
は
、
譲
渡
人

が
自
己
の
商
号
「
株
式
会
社
下
回
観
光
ホ
テ
ル
山
海
荘
」
を
同
時
に

屋
号
「
下
回
観
光
ホ
テ
ル
山
海
荘
」
と
し
て
も
使
用
し
て
い
た
も
の

で
あ
り
、
譲
受
人
が
当
該
屋
号
を
続
用
す
る
場
合
は
、
旧
商
法
二
六

条
一
項
の
適
用
が
あ
る
と
し
た
（
判
例
研
究
と
し
て
、
近
藤
龍
司
・

法
研
五
八
巻
七
号
八
七
頁
）
。
ま
た
、
東
京
高
判
昭
和
六
O
年
五
月

一
二O
日
（
裁
判
例
②
）
は
、
譲
渡
人
が
自
己
の
商
号
「
有
限
会
社
丸

政
園
」
を
屋
号
「
丸
政
園
」
と
し
て
も
使
用
し
て
い
る
場
合
に
、
譲

受
人
が
当
該
屋
号
を
統
用
す
る
と
き
は
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
に
い

う
「
譲
渡
人
ノ
商
号
ヲ
続
用
ス
ル
場
合
」
に
含
ま
れ
る
と
し
た
。
こ

れ
ら
裁
判
例
で
は
、
屋
号
続
用
の
場
合
も
、
譲
渡
人
の
債
権
者
が
営

業
主
の
交
替
を
容
易
に
知
り
え
な
い
こ
と
は
、
商
号
が
続
用
さ
れ
る

場
合
と
異
な
ら
な
い
点
を
理
由
と
し
て
い
る
。

東
京
高
判
平
成
元
年
一
一
月
二
九
日
（
裁
判
例
③
）
は
、
営
業
譲

渡
に
伴
い
続
用
さ
れ
る
も
の
が
、
譲
渡
人
の
商
号
「
有
限
会
社
徳
泉

閣
ホ
テ
ル
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
屋
号
「
徳
泉
閣
ホ
テ
ル
」

で
あ
っ
て
も
、
当
該
屋
号
は
譲
渡
人
の
商
号
の
重
要
な
部
分
を
内
容

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
を

認
め
た
。

ま
た
、
最
近
の
裁
判
例
と
し
て
は
、
予
備
校
の
営
業
譲
渡
に
関
す

る
東
京
地
判
平
成
一
二
年
九
月
二
九
日
金
商
一
一
一
一
二
号
五
七
頁
が

あ
る
が
、
こ
れ
も
、
譲
渡
人
が
そ
の
商
号
を
同
時
に
屋
号
と
し
て
も

使
用
し
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
商
号
を
屋
号
と
し
て
続
用
し
た
場
合

に
お
い
て
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
適
用
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

∞
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
名
称
の
続
用

屋
号
に
類
似
す
る
事
例
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
が
続
用

さ
れ
て
い
る
裁
判
例
に
も
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
大
阪
地
判
平
成
六
年
三
月
二
二
日
判
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時
一
五
一
七
号
一
O
九
頁
は
、
一
般
に
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
に
よ

っ
て
営
業
の
主
体
が
表
示
さ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
と
し
て
、
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
が
続
用
さ
れ
た
場
合
に
も
商
号
続
用
に
準
ず
る

と
し
て
い
る
（
同
様
の
下
級
審
判
決
と
し
て
、
東
京
高
判
平
成
一
四

年
九
月
二
六
日
判
時
一
八
O
七
号
一
四
九
頁
等
）
。

こ
の
点
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
断
を
示
し
た
の
が
、
最
判
平
成
一

六
年
二
月
二
O
日
民
集
五
八
巻
二
号
三
六
七
頁
・
判
時
一
八
五
五
号

一
四
一
頁
で
あ
る
（
主
な
判
例
評
釈
と
し
て
、
遠
藤
喜
佳
・
金
判
一

一
九
五
号
六
三
頁
、
森
宏
司
・
銀
法
六
三
八
号
一
四
頁
、
高
橋
美

加
・
法
教
二
八
九
号
一
五
O
頁
、
宇
田
一
明
・
重
判
解
二
一
九
一
号

一
O
O

頁
、
野
村
直
之
・
主
判
解
一
一
八
四
号
一
三
二
頁
、
早
川



徹
・
リ
マ
1

ク
ス
三
O
号
七
四
頁
）
。
こ
の
判
例
で
は
、
預
託
金
会

員
制
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
「
淡
路
五
色
リ
ゾ
ー
ト
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
」
が
当
該
ゴ
ル
フ
場
の
営
業
主
体
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
ゴ
ル
フ
場
の
営
業
が
譲
渡
さ
れ
、
譲
渡

人
（
商
号
「
株
式
会
社
ギ
ャ
ラ
ッ
ク
」
）
が
用
い
て
い
た
当
該
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
譲
受
人
（
商
号
「
株
式
会
社
ギ
ャ
ラ
ク
シ
l

淡

路
」
）
が
継
続
・
使
用
し
て
い
る
と
き
は
、
譲
受
人
は
、
特
段
の
事

情
の
な
い
限
り
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
会
員

が
譲
渡
人
に
交
付
し
た
預
託
金
の
返
還
義
務
を
負
う
と
し
た
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
、
最
高
裁
は
、
譲
受
人
が
譲
受
後
遅
滞
な
く
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
ゴ
ル
フ
場
施
設
の
優
先
的
利
用
を
拒
否
し
た

な
ど
の
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
会
員
に
お
い
て
同
一
の
営
業
主

体
に
よ
る
営
業
が
継
続
し
て
い
る
も
の
と
信
じ
た
り
、
営
業
主
体
の

変
更
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
譲
受
人
に
よ
り
譲
渡
人
の
債
務
の
引
受
け

が
な
さ
れ
た
と
信
じ
た
り
す
る
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
も
の
と
し
て
い

る

判例研究

四
本
件
事
例
の
分
析

村
営
業
譲
渡
の
事
実

旧
商
法
二
六
条
は
、
商
号
の
続
用
を
伴
う
営
業
譲
渡
で
あ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
が
（
営
業
譲
渡
の
意
義
に
つ
い
て
、
山
本
潟
三
郎

「
営
業
譲
渡
と
競
業
避
止
義
務
」
法
研
七
三
巻
二
号
八
九
頁
）
、
判
例

上
、
現
物
出
資
（
前
掲
・
最
判
昭
和
四
七
年
三
月
二
日
）
、
営
業
賃

貸
借
（
東
京
高
判
平
成
一
四
年
九
月
二
六
日
判
時
一
八
O
七
号
一
四

九
頁
）
、
経
営
委
任
（
東
京
高
判
平
成
一
四
年
八
月
三O
日
金
商
一

一
五
八
号
一
二
頁
）
、
会
社
分
割
（
東
京
地
判
平
成
一
九
年
九
月
一

一
一
日
判
時
一
九
九
六
号
二
二
二
頁
、
最
判
平
成
二
O
年
六
月
一
O
日

最
高
裁
判
所
ホ
l

ム
ペ
l

ジ
）
の
場
合
に
も
、
同
条
の
類
推
適
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
、
本
件
事
例
は
、
A
杜
が
、
Y
杜
に
対
し
、
A
社
の
紳
士
、

婦
人
服
お
よ
び
洋
品
雑
貨
販
売
の
営
業
を
譲
渡
し
た
も
の
で
あ
り
、

旧
商
法
二
六
条
が
直
接
適
用
さ
れ
る
前
提
事
実
の
一
つ
は
充
足
さ
れ

て
い
る
。

∞
商
号
続
用
の
有
無
と
本
件
の
特
殊
性

従
来
の
裁
判
例
は
、
前
記
ニ
の
と
お
り
、
必
ず
し
も
同
一
商
号
を

継
続
使
用
す
る
場
合
に
限
定
せ
ず
、
譲
渡
人
と
議
受
人
の
商
号
の
主

要
部
分
に
同
一
性
が
あ
れ
ば
、
商
号
の
続
用
を
認
定
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
個
人
の
商
号
に
会
社
の
種
類
を
示
す
文
字
を
付
加
し
て
使

用
す
る
場
合
、
会
社
の
表
示
が
前
後
逆
に
な
っ
た
場
合
、
会
社
の
種

類
を
示
す
文
字
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
の
ほ
か
、
商
号
の
基
本
的

部
分
を
共
通
に
し
て
い
る
場
合
に
も
、
商
号
の
続
用
が
認
定
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、
譲
渡
人
の
商
号
「
ヌ
ギl
ト
レ
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ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
」
と
譲
受
人
の
商
号
「
有
限
会
社
ザ
・
ク
ロ

ゼ
ッ
ト
」
と
の
聞
に
は
、
何
ら
の
共
通
点
も
認
め
ら
れ
な
い
。

商
号
の
主
要
部
分
に
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、

屋
号
が
続
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
旧
商
法
二
六
条
一
項

の
類
推
適
用
を
認
め
る
裁
判
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
件
原
告
が

引
用
す
る
前
掲
・
東
京
地
判
昭
和
五
四
年
七
月
一
九
日
、
前
掲
・
東

京
高
判
昭
和
六
O
年
五
月
三
O
日
、
前
掲
・
東
京
高
判
平
成
元
年
一

一
月
二
九
日
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、

前
記
三
付
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
、
譲
渡
人
の
屋
号
が
商
号
の
重
要

な
構
成
部
分
を
内
容
と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
譲
受
人
に
屋
号
と
し
て

続
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

譲
渡
人
の
商
号
と
屋
号
の
聞
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
屋
号
が

議
受
人
に
続
用
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
は
、
譲
受
人
が
、
譲
渡
人
の
屋
号
で
あ
る

「
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
」
に
会
社
の
種
類
を
示
す
文
字
「
有
限
会
社
」

を
付
加
し
て
、
商
号
「
有
限
会
社
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
」
を
続
用
す
る

と
と
も
に
、
屋
号
そ
れ
自
体
で
あ
る
「
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
」
を
も
引

き
続
き
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
議
渡
人
の
屋
号
が

商
号
と
し
て
続
用
さ
れ
た
点
に
お
い
て
、
本
件
は
従
前
の
裁
判
例
の

事
案
（
す
な
わ
ち
、
譲
渡
人
の
商
号
が
屋
号
と
し
て
続
用
さ
れ
た
事

案
）
と
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
譲
渡
人
の
屋
号
と
商
号
に

共
通
性
が
あ
る
場
合
と
ま
っ
た
く
同
様
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

∞
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
に
関
す
る
判
断

本
判
決
は
、
原
告
が
引
用
す
る
前
記
三
つ
の
裁
判
例
に
つ
い
て
、

「
営
業
譲
渡
に
伴
い
続
用
さ
れ
る
も
の
が
、
商
号
そ
の
も
の
で
は
な

く
屋
号
で
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
屋
号
が
商
号
の
重
要
な
構
成
部
分

を
内
容
と
し
て
い
る
と
き
に
は
、
（
略
）
旧
商
法
二
六
条
一
項
を
類

推
適
用
し
て
、
譲
渡
人
の
債
権
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
相
当
と
し
た

も
の
」
と
し
た
上
で
、
本
件
は
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
譲
渡
人
で

あ
る
A
社
の
商
号
が
「
ヌ
ギ
l

ト
レ

l

デ
イ
ン
グ
株
式
会
社
」
で
あ

り
、
屋
号
は
「
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
屋
号
が

商
号
の
重
要
な
構
成
部
分
を
内
容
と
し
て
い
る
と
の
要
件
を
充
足
し

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
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の
類
推
適
用
を
否
定
し
た
。

確
か
に
多
く
の
下
級
審
裁
判
例
で
は
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
続

用
の
事
例
を
除
け
ば
、
屋
号
そ
の
も
の
の
続
用
に
つ
い
て
旧
商
法
二

六
条
一
項
の
類
推
適
用
を
認
め
て
い
な
い
（
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
以
外
の

事
例
で
、
屋
号
そ
れ
自
体
の
続
用
に
よ
り
旧
商
二
六
条
一
項
の
類
推

適
用
を
肯
定
し
た
も
の
と
し
て
は
、
長
野
地
判
平
成
一
四
年
二
一
月

二
七
日
判
タ
一
一
五
八
号
一
八
八
頁
）
。
そ
の
意
味
で
、
本
判
決
は
、

多
く
の
下
級
審
裁
判
例
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
た
「
譲
渡
人
の
屋
号
と

商
号
と
の
共
通
性
」
と
い
う
判
断
基
準
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
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思
う
に
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
は
、
文
理
上
「
商
号
ヲ
続
用
ス
ル

場
合
」
（
商
一
七
条
一
項
お
よ
び
会
社
二
二
条
一
項
で
は
、
「
商
号
を

引
き
続
き
使
用
す
る
場
合
」
）
」
と
規
定
し
、
商
号
の
同
一
性
を
基
軸

と
し
て
債
権
者
保
護
を
図
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
高
烏
正

夫
『
下
級
審
商
事
判
例
評
釈
〔
昭
和
四

O
年
j

四
四
年
〕
」
二
二
九

頁
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
、
同
項
の
類
推
適
用
を
安
易
に
許
す
よ
う

な
拡
張
解
釈
は
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
商
号
続
用
に
つ

き
「
議
渡
人
の
屋
号
と
商
号
と
の
共
通
性
」
と
い
う
判
断
基
準
を
定

立
す
る
本
判
決
の
立
場
は
、
お
お
む
ね
妥
当
な
も
の
と
解
さ
れ
る
。

特
に
債
権
者
が
詐
害
行
為
取
消
権
（
民
四
二
四
条
）
を
行
使
で
き
る

本
件
に
お
い
て
は
、
あ
え
て
商
号
続
用
を
緩
や
か
に
な
さ
れ
る
べ
き

合
理
的
理
由
も
見
出
し
が
た
い
（
大
塚
龍
司
「
営
業
譲
渡
と
取
引
の

安
全
」
金
判
五
六
五
号
六
O
頁
参
照
）
。

四
屋
号
続
用
へ
の
拡
張
解
釈
の
当
否

本
判
決
は
、
屋
号
が
譲
渡
会
社
の
商
号
と
は
ま
っ
た
く
別
個
に
存

在
す
る
場
合
に
、
屋
号
の
続
用
だ
け
を
も
っ
て
旧
商
法
二
六
条
一
項

を
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
、
「
文
理
解
釈
上
、
懸
隔
が
あ
り
過
ぎ
る

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
す
る
。
ち
な
み
に
、
会
社
の
商
号
制
度

は
、
個
人
企
業
た
る
商
人
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、
日
本
固
有
の
重

視
・
尊
重
さ
れ
た
屋
号
の
伝
統
を
継
受
し
た
も
の
で
は
な
く
、
明
治

期
以
降
に
会
社
制
度
と
と
も
に
欧
米
か
ら
新
た
に
輸
入
さ
れ
た
も
の

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
大
隅
・
前
掲
一
八
五
頁
、
田
中
H

喜
多
・
前

掲
一
八
七
頁
）
、
会
社
の
事
業
譲
渡
の
事
例
に
お
い
て
、
商
号
と
屋

号
と
を
峻
別
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
も
一
応
の
理
由
が
あ
る
よ
う
に

回
？
っ
。

こ
の
点
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
の
続
用
事
例
に
お
い
て
は
、
当

該
名
称
が
譲
渡
人
の
商
号
と
は
ま
っ
た
く
別
個
に
存
在
す
る
場
合
に

も
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適
用
を
認
め
る
の
が
、
前
掲
・
最

判
平
成
一
六
年
二
月
二

O
日
の
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、

「
当
該
判
例
は
ゴ
ル
フ
場
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
ゴ
ル
フ
場
の
会

員
権
取
引
に
お
い
て
は
、
一
般
的
に
運
営
会
杜
の
商
号
よ
り
も
屋
号

に
相
当
す
る
ゴ
ル
フ
場
の
名
称
が
流
布
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
事
情
が

存
在
し
、
続
用
さ
れ
る
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
が
逆
に
営
業
主
体
を

表
示
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
と
は
事
案
を
異
に
す
る
」

と
判
示
し
、
紳
士
、
婦
人
服
お
よ
び
洋
品
雑
貨
販
売
に
お
け
る
屋
号

に
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
商
号
よ
り
も
屋
号
の
ほ
う
が
営
業
主
体
を
表
示

す
る
機
能
を
有
す
る
と
い
う
事
情
が
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
特
有
な
も
の

で
あ
る
と
の
本
判
決
の
認
識
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
見
解
も
あ
る

（
新
里
慶
一
・
中
京
四
一
巻
三
・
四
号
一
七
九
頁
）
。
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

と
本
件
の
ご
と
き
洋
服
販
売
事
業
と
の
比
較
に
お
い
て
、
屋
号
が
営

業
主
体
を
表
示
す
る
機
能
の
濃
淡
が
ど
の
程
度
認
め
ら
れ
る
か
は
不
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明
で
あ
る
が
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
の
続
用
に
関
し
て
は
、
特
に

次
の
各
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

ま
ず
、
ゴ
ル
フ
場
の
事
業
に
お
い
て
は
、
市
場
で
経
営
主
体
の
名

称
で
あ
る
商
号
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
専
ら
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
の
名
称
が
営
業
主
体
の
表
示
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
の
事
情

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
権
取
引
の
場
面

で
よ
り
顕
著
で
あ
り
、
か
っ
、
会
員
権
取
引
の
一
方
当
事
者
が
商
取

引
上
の
事
業
者
で
は
な
く
一
般
会
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
他
の
事

業
と
比
較
し
て
特
殊
な
事
情
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

ま
た
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
、
ゴ
ル
フ
場
運
営
企
業
の
経
営
が

極
度
に
悪
化
し
、
預
託
金
債
権
の
回
収
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い

一
般
会
員
が
多
数
発
生
し
、
こ
れ
が
あ
る
種
の
社
会
問
題
と
な
っ
た

こ
と
も
背
景
事
情
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
件
の
よ
う
な
金
融

機
関
等
の
商
取
引
上
の
債
権
者
で
は
な
く
、
一
般
会
員
で
あ
る
債
権

者
の
保
護
が
問
題
と
な
る
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
事
例
で
は
、
会
員
救
済

の
要
請
が
大
き
い
と
の
価
値
判
断
が
さ
れ
や
す
く
、
屋
号
続
用
の
認

定
が
緩
や
か
に
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
う
し
た
ゴ
ル
フ
場
事
業
の
特
殊
事
情
に
か
ん
が
み
、
最
高
裁
は
、

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
が
続
用
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
拡
張
的
な

解
釈
を
し
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
正
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
丸

山
秀
平
「
営
業
譲
渡
人
が
譲
渡
人
の
商
号
を
い
わ
ゆ
る
屋
号
と
し
て

続
用
す
る
場
合
と
商
法
二
六
条
一
項
の
適
用
」
金
判
五
九
三
号
五
一

頁
、
小
野
寺
千
世
「
営
業
の
主
体
を
表
示
す
る
名
称
を
続
用
す
る
営

業
譲
受
人
の
責
任
」
ジ
ュ
リ
一
一
一
九
号
一
四
四
頁
参
照
）
。
そ
の

意
味
で
、
本
判
決
が
、
「
ザ
・
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
」
と
い
う
屋
号
だ
け
が

続
用
さ
れ
た
本
件
事
例
に
お
い
て
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
類
推
適

用
を
否
定
し
た
点
に
も
お
お
む
ね
賛
成
で
き
る
。

国
旧
商
法
二
六
条
一
項
の
趣
旨
に
つ
い
て

本
判
決
は
、
「
商
号
そ
の
も
の
で
は
な
く
屋
号
で
あ
る
場
合
で
も
、

そ
の
屋
号
が
商
号
の
重
要
な
構
成
部
分
を
内
容
と
し
て
い
る
と
き
に

は
、
営
業
譲
渡
人
の
債
権
者
に
と
っ
て
は
、
商
号
の
続
用
の
場
合
と

同
様
、
営
業
主
体
の
交
代
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
ま
た
は
、

そ
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
譲
受
人
が
当
然
に
債
務
も
引

き
受
け
た
と
考
え
が
ち
な
た
め
に
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
を
類
推
適

用
し
て
、
譲
渡
人
の
債
権
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
相
当
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
」
と
判
示
し
て
お
り
、
判
例
の
外
観
法
理
・
禁
反
言
法
理

説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は
営
業
主
体

を
知
り
え
ず
、
債
務
を
引
き
受
け
た
と
考
え
る
の
が
通
常
で
あ
る
と

主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
外
観
法
理
・
禁
反
一
吉
法
理
説
に
対
し
て

は
、
学
説
上
の
批
判
も
多
い
。

営
業
の
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
の
債
権
者
に
対
し
て
当
然
に
義
務
者

と
な
る
も
の
で
は
な
い
の
が
原
別
で
あ
る
と
こ
ろ
、
旧
商
法
二
六
条
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一
項
は
、
商
号
を
続
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
譲
受
人
も
債
務
を
弁
済

す
る
責
任
を
負
う
と
規
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
原
則
に
反
し
て
、

譲
受
人
に
債
務
弁
済
を
求
め
る
場
合
と
は
、
本
来
の
債
務
者
で
あ
る

譲
渡
人
の
弁
済
資
力
に
不
安
が
生
じ
た
と
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

本
来
的
な
債
務
者
の
弁
済
資
力
に
不
安
を
感
じ
た
債
権
者
な
ら
ば
、

債
務
者
の
状
況
に
よ
り
一
層
の
注
意
を
払
う
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
た
と
え
商
号
が
続
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
営
業
主
体
の
交
替

を
知
る
の
が
通
例
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
浜
田
道
代
「
判
例
研
究
」

判
例
評
論
二
O
七
号
三
O
頁
（
判
時
八
O
七
号
一
四
四
頁
）
、
落

合
・
前
掲
二
九
頁
）
。
ま
た
、
債
権
者
は
、
か
か
る
状
況
の
下
、
譲

受
人
に
債
務
引
受
け
の
意
思
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
が
む
し

ろ
常
態
で
あ
ろ
う
（
浜
田
・
前
掲
三
O
頁
）
。

以
上
の
と
お
り
、
外
観
法
理
・
禁
反
言
法
理
説
の
考
え
方
に
対
し

て
は
、
特
に
企
業
倒
産
の
実
態
に
か
ん
が
み
た
場
合
に
疑
問
を
感
じ

ざ
る
を
得
ず
、
か
か
る
立
場
を
踏
襲
し
た
本
判
決
に
つ
い
て
も
、
そ

の
理
由
付
け
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

ま
た
、
旧
商
法
二
六
条
一
項
・
商
法
一
七
条
一
項
・
会
社
法
二
二

条
一
項
が
外
観
法
理
を
根
拠
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
債
権
者
が
悪
意

（
ま
た
は
重
過
失
）
の
場
合
に
は
そ
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
は
ず
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
条
項
の
文
言
上
は
、
債
権
者
の
主
観
的
な
状
態
を

考
慮
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
悪
意
の
債
権
者
に
旧
商
法
二
六
条
一

項
の
適
用
が
な
い
と
し
た
裁
判
例
も
あ
る
が
（
東
京
地
判
昭
和
四
九

年
一
二
月
九
日
判
時
七
七
八
号
九
六
頁
）
、
下
級
審
裁
判
例
は
、
一

般
的
に
善
意
・
悪
意
を
問
題
と
し
な
い
傾
向
に
あ
る
（
東
京
高
判
昭

和
五
O
年
八
月
七
日
判
時
七
九
八
号
八
六
頁
、
前
掲
・
東
京
地
判
昭

和
五
四
年
七
月
一
九
日
）
。
本
判
決
に
お
い
て
も
、
債
権
者
で
あ
る

X
銀
行
の
外
観
信
頼
に
関
す
る
主
観
面
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い

な
し
。同

若
干
の
私
見

旧
商
法
二
六
条
一
項
（
商
一
七
条
一
項
、
会
社
二
二
条
一
項
）
の

趣
旨
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
前

記
一
の
と
お
り
、
い
ず
れ
の
見
解
に
も
そ
れ
ぞ
れ
問
題
が
あ
る
。
私

見
に
よ
れ
ば
、
同
条
項
は
、
単
な
る
債
権
者
保
護
規
定
と
い
う
よ
り

も
、
商
号
続
用
を
伴
う
営
業
譲
渡
（
事
業
譲
渡
）
に
お
け
る
、
債
権

者
、
債
務
者
（
譲
渡
人
）
、
譲
受
人
の
三
者
の
利
害
を
適
切
に
調
整

す
る
た
め
の
一
種
の
政
策
規
定
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。思

う
に
、
旧
商
法
二
六
条
（
商
一
七
条
、
会
社
二
二
条
）
は
、
文

理
上
、
そ
の
要
件
お
よ
び
効
果
が
相
当
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
譲
渡
人
の
商
号
を
引
き
続
き
使
用
す
る
譲
受
人
は
、
遅

滞
な
く
、
自
ら
が
「
譲
渡
人
の
債
務
を
弁
済
す
る
責
任
を
負
わ
な
い
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旨
」
を
登
記
（
ま
た
は
通
知
）
し
な
い
限
り
（
同
条
二
項
）
、
譲
渡

人
の
営
業
・
事
業
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
を
当
然
に
引
き
受
け
た
も

の
と
扱
う
も
の
で
あ
る
（
同
一
項
）
。
条
文
上
、
こ
の
よ
う
に
要

件
・
効
果
が
明
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
従
前
の
議

論
の
ご
と
く
、
そ
の
趣
旨
を
過
度
に
一
元
的
に
解
釈
す
べ
き
で
は
な

い
よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
商
号
は
、
会
社
に
と
っ
て
絶
対
的
登
記
事
項
で
あ
る

（
会
社
九
一
一
条
三
項
二
号
・
九
一
二
条
一
号
・
九
二
二
条
一
号
・

九
一
四
条
一
号
）
。
ま
た
、
商
人
の
場
合
、
商
号
の
譲
渡
は
、
営
業

と
と
も
に
譲
渡
す
る
場
合
ま
た
は
営
業
を
廃
止
す
る
場
合
に
限
っ
て

認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
（
商
一
五
条
一
項
）
、
こ
の
場
合
に
は
、
対

抗
要
件
と
し
て
の
登
記
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
同
条
二
項
）
。
こ
の

よ
う
に
、
営
業
譲
渡
（
事
業
譲
渡
）
の
場
面
に
お
い
て
、
現
行
法
上

は
、
商
号
と
登
記
と
の
聞
に
強
い
連
結
関
係
が
認
め
ら
れ
る
（
登
記

と
の
連
結
性
に
着
目
す
る
見
解
と
し
て
、
池
野
・
前
掲
三
二
八
頁
）
。

し
た
が
っ
て
、
商
号
続
用
の
認
定
に
際
し
で
も
、
原
則
と
し
て
、
登

記
さ
れ
た
商
号
の
存
在
を
前
提
に
、
当
該
既
登
記
商
号
が
続
用
さ
れ

た
か
否
か
を
中
心
に
判
断
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
意
味
で
、

屋
号
へ
の
類
推
適
用
に
際
し
、
本
判
決
を
含
む
多
く
の
下
級
審
裁
判

例
が
「
譲
渡
人
の
屋
号
と
商
号
と
の
共
通
性
」
と
い
う
判
断
基
準
を

用
い
て
い
る
こ
と
に
は
、
正
当
な
面
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
権
取
引
の
場
面
に
お
い
て
は
、

他
の
一
般
的
な
商
取
引
と
異
な
り
、
債
権
者
で
あ
る
一
般
会
員
が
、

専
ら
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
名
称
に
よ
っ
て
取
引
行
為
を
行
っ
て
い
る
な

ど
の
特
殊
事
情
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
掲
・
最
判
平
成
一

六
年
二
月
二

O
日
の
射
程
範
囲
に
つ
い
て
、
他
事
業
の
営
業
譲
渡
の

場
合
に
も
及
ぶ
と
軽
々
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

旧
商
法
二
六
条
（
商
一
七
条
、
会
社
二
二
条
）
の
要
件
・
効
果
の

明
確
性
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
同
条
項
を
関
係
者
間
の
利
害
調
整
の
た

め
の
一
種
の
政
策
規
定
と
理
解
す
る
私
見
に
よ
っ
て
も
、
類
推
適
用

を
安
易
に
許
す
よ
う
な
拡
張
解
釈
は
採
用
す
べ
き
で
は
な
く
、
商
号

の
同
一
性
や
商
業
登
記
制
度
の
連
結
性
と
い
っ
た
点
を
十
分
に
吟
味

し
な
が
ら
、
そ
の
可
否
を
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

菅
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